
 

 

今後の県立高校の在り方検討委員会について 

 

１．設置目的 

  社会の変化や生徒のニーズの多様化等に対応した高校教育の在り方、及び生徒数の減

少等に対応した高校の在り方について検討するため 

 

２．検討事項（予定） 

（１）江津市要望を踏まえた江津市エリアの県立高校の可能性 

（２）浜田市要望を踏まえた浜田市エリアの県立高校の可能性 

（３）平成 31年度以降の次期計画（県立高校再編成基本計画）に向けた県立高校の在り方 

 

３．検討委員会及び県教育委員会の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 31年度以降の次期計画の検討に着手 

H28.４～５月頃 

県立高校の現状と課題について意見交換 

次期計画に向けた検討課題の論点整理 

H28.７月頃～ 

江津市エリアの県立高校の可能性 

浜田市エリアの県立高校の可能性 

江津市エリア、浜田市エリアにおける議論の成果を踏まえ 

平成 31 年度以降の次期計画に向けた県立高校の

在り方 

必要に応じて 地

域公聴会 または 地

元関係者の意見聴取 

諸事情を勘案しながら、江津市エリ

ア、浜田市エリアの県立高校の可能性

について具体的な検討に着手 

検討委員会(12回程度、学校視察有) 

方向性の 

意見具申 

県教育委員会事務局 

必要に応じて 

具体化を指示 

県教育委員会事務局 

答申 

県教育委員会 

県教育委員会 

答申をもとに具体化を指示 
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（参考）検討課題例 

 

（１）社会の変化や生徒のニーズの多様化等に対応した高校教育の在り方 

①普通科、専門学科、総合学科等の在り方について 

②中高一貫教育について 

③定時制通信制高校について 

④高校における特別支援教育について  など 

（２）生徒数の減少等に対応した高校の在り方 

①都市部と離島・中山間部の高校の在り方について 

②望ましい学校・学級規模と統廃合基準について 

③松江市の通学区と普通科高校７校の地域外入学制限について  など 

 

 

（注）上記の検討課題例は現時点で想定される事項を例示したものであり、今後検討委員会

において論点整理を行う中で、検討事項の整理や検討の順序などを見出していくこと

とする。 
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